
 

 

 

 
 

平成 28年 12月 19日、新たに宮崎県で高病原性鳥インフルエンザ

が疑われる事例が確認されましたので、概要をお知らせします。 
 

京都府内の養鶏場も油断できません。鶏舎防鳥ネットの破損の点検と

鶏舎出入口での消毒を徹底してください。また、いつもより死亡羽数が

多いなどの異常を確認したら、ただちに当所まで通報をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

京都府中丹家畜保健衛生所   福知山市字半田３７１－２ 

ＴＥＬ：0773-25-1860（夜間・休日も転送機能で連絡可能） 

宮崎県川南町で高病原性鳥インフルエンザの疑い事例 
 

中丹家畜衛生情報（Ｎｏ．28－32）    平成 28年 12月発行 

 

【国内 家きん農場 既報】 

○青森県青森市 12月 1日患畜確定 防疫措置完了 

○新潟県関川村 12月 1日患畜確定 防疫措置完了 

○新潟県上越市 12月 2日患畜確定 防疫措置完了 

○青森県青森市 12月 5日患畜確定 防疫措置完了 

○北海道清水町 12月 16日疑似患畜 防疫措置実施中 

【国内 野鳥等 発生状況】 

○12月 19日 11：00現在 13道県 70件 

【韓国 家きん 発生状況】 

○12月 15日 現在 計 157件（あひる 84件、鶏 71件、うずら 2件） 

 

【国内 家きん農場 新たな疑い事例】 

○宮崎県 

１ 農場の概要 

（１）農場所在地：児湯郡川南町 

（２）飼養状況：肉用鶏 12万羽 
２ 状況 

12月 19日 簡易検査陽性、遺伝子検査実施中 

 

消石灰の散布など消毒の徹底で最大の侵入防止を！ 


